
青森県立野辺地高等学校 

 

部活動に係る活動方針 

 

１ 策定の趣旨 

  部活動は、学校の教育活動の一環として、各部活動の責任者（顧問）の指導の下、スポ

ーツや文化芸術に興味・関心のある同好の生徒が参加して行われている。体力や技能の向

上を図る目的以外にも、異年齢との交流の中で、部員同士や生徒と教師等との好ましい人

間関係が構築され、学習意欲の向上や自己肯定感、責任感、連帯感の涵養に資するなど、

生徒の多様な学びの場として、教育的意義が大きい活動である。また、生徒、保護者及び

地域の学校への信頼感をより高めることにつながっており、学校の一体感や愛校心を醸

成することも現に認められる。 

  しかし、部活動の一部には、活動時間が長時間に及んだり、休養日がとりづらくなって

いる状況が見られるため、生徒の生活全体を見渡して、休養日や活動時間を適切に設定す

るなど、生徒のバランスのとれた生活や成長に配慮することが必要である。また、全国的

には部活動における行き過ぎた指導や過熱化、指導する教職員の多忙化等の課題が指摘

されている。 

本活動方針は、「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」（平成 30年３月

スポーツ庁）、「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」（平成 30年 12月文

化庁）【以下、「国のガイドライン」という。】及び運動部活動の指針（平成 30年 12月青

森県教育委員会）、文化部活動の指針（令和元年８月青森県教育委員会）【以下、「県の指

針」という。】に則り、本校の実情を踏まえ、生徒にとって望ましい部活動の実施環境を

構築するという観点に立ち、部活動が以下の点を重視して、地域、学校、競技種目、文化

芸術分野、活動目的等に応じた多様な形で最適に実施されることを目指して策定する。 

（１）豊かな人生を実現するための資質や能力の育成を図るとともに、バランスの取れた心

身の成長と学校生活を送ることができるようにすること。 

（２）教職員のワーク･ライフ･バランスの実現を図ること。 

（３）学校教育の一環として教育課程との関連を図り、合理的でかつ効率的・効果的な部活

動の運営に取り組むこと。 

（４）学校全体として部活動の指導・運営に関する体制を構築すること。 

 

２ 適切な運営のための体制整備 

（１）部活動の方針の策定 

  ア 校長は、「国のガイドライン」及び「県の指針」に則り、毎年度、「学校の部活動に

係る活動方針」を策定する。部顧問は以下の①、②を策定し校長に提出する。 

①年間指導計画（活動日・休養日及び参加大会日程等）【様式１】 

②月間指導計画（予定及び実績、活動日時・場所・休養日及び大会参加日等） 

【様式２】 

  イ 校長は活動方針及び活動計画等を学校のホームページへの掲載等により公表する。 

（２）指導・運営に係る体制の構築 

  ア 校長は、生徒や教職員の数等を踏まえ、指導内容の充実、生徒の安全の確保、教職

員の長時間勤務の解消等の観点から円滑に部活動を実施できるよう適正な数の部を

設置する。 

 



  イ 校長は、部顧問の決定に当たっては、校務全体の効率的・効果的な実施に鑑み、教   

職員の他の校務分掌や、外部指導者の配置状況を勘案した上で行うなど、適切な校務

分掌となるよう留意するとともに、学校全体としての適切な指導、運営及び管理に係

る体制の構築を図る。 

  ウ 校長は、部顧問が希望する部に当該スポーツ及び文化芸術に関する専門的な知識

と技能を有し、指導力を兼ね備えた外部指導者を委嘱することができる。 

  エ 校長は、毎月の活動計画及び活動実績の確認等により、各部の活動内容を把握し生

徒が安全に部活動を行い、部顧問の負担が過度にならないよう、適宜、指導･是正を

行う。 

オ 校長は、必要に応じて部活動の活動方針及び活動計画等について、教職員、保護者、

外部指導者等が共通理解を図る機会（部活動保護者会等）を設定する。 

 

３ 適切な休養日等の設定 

（１）部活動における休養日及び活動時間については、家庭学習の時間等を確保できるよ

うにするとともに、成長期にある生徒が、運動、食事、休養及び睡眠のバランスの取

れ生活を送ることができるよう、以下を基準とする。 

ア 学期中は、週当たり２日以上の休養日を設ける。（平日は少なくとも１日、週末

は少なくとも１日以上を休養日とする。） 

イ 週末に大会参加等で活動した場合は、休養日を他の日に振り替える。 

ウ 長期休業中の休養日の設定は、学期中に準じた扱いで行う。 

エ 生徒が十分な休養をとることができるとともに、部活動以外にも多様な活動を行

うことができるよう、ある程度長期の休養期間（オフシーズン）を設ける。 

オ １日の活動時間は、長くとも平日では２時間程度、学校の休業日（学期中の週末を 

含む）は３時間程度とし、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動

を行う。 

カ 主要な大会等の時期を「ハイシーズン」として活動できることとするが、その分、  

それ以外の時期に休養日を十分確保する。 

キ 教育目標や学校の特色、競技種目の特性および生徒の競技に対する志向等を考慮        

 し、弾力的に取り扱えるものとする。この場合は、原則週１日以上の休養日を確保し

ながら、定期試験前の期間や年末年始等の学校閉庁日等における休止日の設定も含

め、年間で１０４日（平均して週２日）程度の休養日を確保する。 

（２）休養日及び活動時間の設定については、地域や学校の実態を踏まえた工夫として、定

期考査期間等、部共通、学校全体の部活動休養日を定めることも考えられる。 

   

４ 生徒のニーズを踏まえた活動環境の整備 

（１）生徒のニーズに応じた活動の推進 

  ア 校長は、生徒数減少に伴う部員数の不足等の実情を踏まえ、単一の学校では対外的

な競技及び文化芸術分野の大会等への参加が困難な場合には、生徒の部活動参加へ

の意欲が損なわれることがないよう、複数校の生徒による合同参加等の取組につい

て方策を検討する。 

 

５ 年間指導計画および月間指導計画の提出（入力） 

（１）年間指導計画（当該年度４月上旬：当該年度の顧問が作成） 

（２）月間指導計画（予定：前月２５日まで、実績：翌月５日まで） 



６ 定期考査期間における部活動禁止について 

（１）禁止期間 

   定期考査（各中間及び期末考査）の前一週間及び考査実施日（最終日を除く） 

（２）禁止理由 

ア 考査前の十分な学習時間を確保するため。 

イ 放課後等を利用した補講や個別指導時間を確保するため。 

ウ 学習活動に専念できる環境を整えるため。 

エ 特に成績不振生徒に対して、考査に向かう早めの意識付けと学習生活リズムの確

立を図るため。 

（３）特例について 

考査期間（考査一週間前から考査最終日）及び考査最終日から数えて７日以内に、部

活動の成果を発揮する各種大会や発表会等が予定されている場合は、特例として活動

を許可する。 

ア 時間外の活動願の提出  

考査１０日前までに生徒指導保健部に申請し、許可を得た場合のみ活動できるも 

のとする。 

イ 時間外の活動願の対象  

県高体連・高文連の主催大会（地区予選会を含む） 

ウ 時間外の活動の許可時間 

   ①考査前一週間（授業日）は午後５時までとする。 

②考査実施期間中は、その日の全学年の考査が終了してから活動を開始して、２時間

以内までとする。 

      ③考査直前の土曜・日曜日（週休日）は禁止とする。 

（４）時間外の活動の許可条件 

ア 学習成績が不振でないこと。（４月の課題テストを含む直近の定期考査結果におい

て３０点未満の科目がないこと。） 

イ 顧問が必ず立ち会い監督すること。 

 

 

 

 

 

 

 

附 則 

  この方針は、平成３１年４月１日から施行する。 

令和２年１月２３日 改 正 

令和３年４月 ５日 改 正 

 

 

 

 

 

 


